
東大模試

1. xの 2次関数 f(x) = x2 + ax + bについて,方程式 f(x) = xの解が x = −3と x = 2
であるとき,方程式 f(f(x)) = xを解け.

2.

(1) 関数 f(x) =
sinx

x
は 0 < x < π/2で単調減少関数であることを示せ.

(2) sin 20◦ < 0.35であることを示せ.

3. 複素数平面上の直線は,0でない複素数 αと実数 cを用いて,
　　　 ᾱz + αz̄ + c = 0
の形で与えることができる.（証明は与えなくてよい)
　複素数 z1, z2が与える 2点が直線 ᾱz + αz̄ + c = 0 に関して対称な位置にあるな
らば
　　　 ᾱz1 + αz̄2 + c = 0
が成り立つことを示せ.

4. 1から N までの番号の付いた箱が左から横一列に並んでいる.そのすべての箱の中
に,1からN までの番号が付いたカードを無作為に選んで 1枚ずつ入れる.このとき
すべての箱の番号と入れられたカードの番号が一致しない場合の数を aN で表す.例
えばN = 3のとき条件に合うカードの並べ方は (2, 3, 1), (3, 1, 2)の 2通りであるか
ら a3 = 2である.

(1) N = 4のとき a4を求めよ.

(2) N = nのとき,an+2を an+1と anを用いて表せ。またN = 6のとき,すべての
箱のカードと入れられたカードの番号が一致しない確率を求めよ.

5. a, bは正の整数とする.実数からなる数列 {Rn}を a, bを用いて次で定義する.

　　　Rn =
(

a +
1
2

)n

+
(

b +
1
2

)n

(n = 1, 2, · · ·)
このとき,Rnが整数値になるのは nが奇数のときに限られることを示せ.

6. aは a > 0を満たす定数とする.座標空間において,直円柱面 C : x2 + y2 = a2と直円
柱 D : y2 + z2 ≤ a2の共通部分Eの面積 Sを求めよ.
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